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大阪府研究開発型企業振興会

ORD
NEWS

総会開催の挨拶をする奥野代表幹事

府政のお話しをして頂いた大阪府
商工労働部　久保総括主査

基調講演して頂いた真田幸光先生

　平成２７年６月１７日
水曜日、大阪国際会
議場（グランキューブ
大阪）において、平成
２７年度、大阪府研究
開発型振興会（ＯＲ
Ｄ）総会を開催致しま
した。
慣例による代表幹事の議事進行により、
　議案１．平成２６年度事業実績及び収支報告
　議案２．平成２７年度事業計画及び収支予算案
　議案３．役員改選

　以上の議事が承認
され、各部会、委員会
報告により、無事総会
を終えました。
　総会終了後、国際
金融の専門家でもあ
り、ＯＲＤの講演会では

大変人気の高い、愛知淑徳大学教授の真田幸光先
生をお迎えして、「現行の世界秩序の変化の兆しと日
本のあり方」と題して、総会後の基調講演を賜りました。

　現行の世界秩序
　１９４５年　第二次世界大戦の戦勝国である、アメリ
カ、イギリス、フランス、旧ソ連、中華民国により、世界の
秩序として、国際連合を設立。
　金融は、ＩＭＦ（国際通貨基金）のルールに基づき、
国際復興開発銀行、アジア開発銀行が、役割を担っ
ている。
　経済は、ＷＴＯ（世界貿易機関）のルールに基づき、
西側の、イギリス、アメリカ主導で今日に至っている。
　即ち、

①金融、経済、政治は、第二次世界大戦の戦勝国
②言語、通貨は、アメリカ
　因みに
①製造基準…ＩＳＯ基準
②会計基準…アメリカ基準
③食品基準…ＨＡＣＣＰ基準
　　　英米のスタンダードで、世界が廻っている。

　これにストップを掛けているのが、国際情勢の底辺
で起こっている事。即ち、現行の仕組み及びルールの
変更が、有るかもしれない混沌とした情勢。
1．英米の覇権を崩す、中国
2．現行の国家の枠組みの崩壊、イギリスのスコットラン
ド、スペインのカタルーニャ
3．過激派ＩＳ（イスラム国）

「この様な外部要因から、
日本企業の立ち位置を知
ることが重要。
日本企業は、アメリカ、ドイ
ツから利用されるだけで
はなく、グローバルスタン
ダード化を目指す。」等、
いつもながら考えさせられる基調講演でした。
真田先生には、その後の懇親会にも御参加頂き、適
切なアドバイスや、参考意見を賜り有意義な懇親会と
なりました。

　真田先生、総会から、懇親会に至るまで、長時間に
わたり御参加頂きましたＯＲＤ会員企業様には、この紙
面をお借りいたしまして、心から感謝致します。

松浦　勲（記）/（株）ラミネートインターナショナル

編集：企画広報部会 事務局：〒538-0044　大阪市鶴見区放出東１丁目１０番２５号（奥野製薬工業（株） 企画開発部内）
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●日時：2015年5月14日（金）　●場所：大阪国際空港（伊丹）ANA機体整備工場

ORD「ANA機体整備工場見学会」レポート

　去る５月１４日（金）に大阪国際空港（伊丹）に隣接
したANA機体整備工場の見学にいって来ました。
　伊丹空港南ターミナルに集合し徒歩で整備地区に
向いましたが、空港から直ぐ近くに見えるのに歩くと
案外遠く２０分近くかかりました。整備工場に近づく
と今回担当して頂いた梅原さんをはじめ沢山の方々
にお迎え頂き恐縮いたしました。
　早速、会議室にてANAさんの現況説明、使用機
材の説明をして頂いたのですが、今回ご説明頂いた
方々に今月で定年退職を迎えられる一等整備士の方
が二人もおられ今回が見学の最後のお勤めだとか。
感無量でした。

　ANAでは現在236機（2015.3現在）を運用し、国
内線816便/日、国際線1030/週、58都市に就航し、
輸送人員5088万人/年を安全で安心な飛行機で運
行する事に最善の注意を払い定時運行に心がけて
おられるとの事。
　B777-200で飛行機の各部位の説明、A320でフラ
イバイワイヤーの説明、B737で二人乗務のお話をし

ていただいたのですが参加者の皆さん理解出来まし
たか。
　詳細な説明を受けた後、いよいよ整備ハンガーへ
移動、とてつもなく高い天井、広い床、きちんと整
理・整頓された大きな整備用治具等に圧倒されなが
らの見学になりました。そしてドッグ整備中のボンバ
ルディアDHC8-Q400にご対面、綺麗に塗装された
後の整備中でした、カバーのはずされたエンジン
（減速機等の構造が良く見えました）補助翼の整
備、座席が外された機内、貨物室の内部、ギヤー部
等普段乗っているときには目にする事が出来ない飛
行機の姿を見ることが出来ました。その横には、外さ
れた座席がずらり、この座席は80Kg/人×2人（二人
掛け）×16Gに絶えられる設計に成っているので、も

しもの時の用心に絶対にベルトはしっかりと締めて
おいてくださいと事。
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　「点移表面」という言葉をご存知ですか。今居る
第二ハンガーは入り口が低く奥になるほど高い構造
になっています。尾翼の高い飛行機を格納するには
単純に考えると逆で飛行機を前から入れて入り口が
高く奥が低くするのではと永年私の疑問点でした。
ところがこのハンガーは滑走路から近いためこの様
な特別な構造になっていて滑走路から３°の角度を
超えて構造物を建ててはいけない法律からだそうで
す。それが「点移表面」だそうです。だから空港に近
い梅田にはハルカスは建てられないとの事。

　続いて、もうひとつの第一ハンガーへ、そこには
B737-500が待っていてくれました。現在ANAで使
用している一番古い機種ですが、きちんと整備され
ドッグアウトする直前でした。
　B737-500の各部の特長（お結び型のエンジンナ

セル、メインギアーのカバーが無い事）等を詳細に
ご説明頂きました。

　そして、最後の演出は、目の前で羽田行きNH30便
最新鋭のB787-8が誘導路を走行する姿をおっさん
集団が手を振り見送りました。（乗客は何事かと首を
ひねって居たでしょうね）
 所定の時間もアット言う間に過ぎ後髪を引かれなが
らのANAハンガーを後にしました。
恒例の懇親会は、空港ターミナル4Fの「収穫祭」で
飛行機の離発着を見ながらのウンチク話となり、飛
行機づくしの一日となりました。

　今回の見学をご紹介頂いた兵庫医科大学の尾家
慶彦先生、お世話になったANAの皆様に紙面を借
りてお礼申し上げます。

事務局（記）
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平成27年度も再任された藤川製品開発委員長。
ご苦労をお掛けしますが、2015年度もよろしくお願いします
―製品開発メンバー一同。

会計・神崎社長

副委員長・菊池社長

　製品開発委員会は4月15日に、平成27年度の総会
及び第1回例会を開催しました。場所は上記ユニケミ
カル（株）内の通称、製品開発委員会々議室です。ここ
はユニケミカルの神崎社長の寛大な好意によって、製
品開発委員会がほぼ自由に、毎回無償で使わせても
らっています。

「例会の議題」
　①新年度運営委員改選について
　②平成26年度活動及び決算報告
　③平成27年度活動方針案、方向
　④平成27年度活動方針案、予算審議・承認につ
　　いて

「決議事項」
　①平成27年度は前年度の役員が、そのまま引継ぐ。
　委員長：藤川儀夫、テクノロール（株）海外営業部長
　副委員長：菊池清、セン特殊光源（株）代表取締役
　会計：神崎吉夫、ユニケミカル（株）代表取締役
　
　何とか運営役員の若年化を図りたいが、大変困難
な課題であることが討議の中から窺えました。特に委
員長役は多忙かつ責任が重いため、今年もかなり無
理に藤川委員長に再任を押付けた結果になりました。
幸いテクノロール・西脇社長の理解もあって再任が
実現しました。

　②第1回総会（4/15）で配布された資料を参照。ち
なみに平成26年度の会計報告は、出席者全員によっ
て承認された

　③④平成27年度活動方針について（案）/委員長が
提出した資料を参照。追加として第2回例会において、9
月の日帰り研修の訪問先を討議・決定すると決議された。

「懇親会」
いつもの通り、ホテルコンソルトで恙が無く和気あい
あいと懇談した。製品開発委員会の懇親会は会場・
料理も質が高く、例会の大きな魅力になっていると思
われる。　　

菊池K（記）／セン特殊光源（株）

例　会

懇親会

日 時：2015（平成27）年4月15日（水）午後3:00～ 5:00
場 所： ユニケミカル (株) 大阪市淀川区西中島 第7地産ビル203号室
日 時：2015（平成27）年4月15日（水）午後6:00～8:30
場 所： ホテルコンソルト, 地下鉄御堂筋線、 西中島南方駅前

2015年度製品開発委員会 第1回総会・例会2015年度製品開発委員会 第1回総会・例会2015年度製品開発委員会 第1回総会・例会
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●日時：2015年5月29日（金）　●場所：四国 新居浜の近代化産業遺産（別子銅山記念館、マイントピア別子東平）

技術促進委員会見学会レポート

　技術促進委員会の今年度最初の例会は、住友金
属鉱山（株）様のご好意で少し足を伸ばして四国は
新居浜の近代化産業遺産の見学に５月２９日に日帰
りで行ってきました。

　まずは、別子銅山記念館で館長様直々に別子銅
山の歴史、沿革の説明があり住友の原点を教わりま
した。館内の貴重な資料はもちろん、屋外にも当時

の鉱山で使われていた蒸気機関車、電機機関車、な
どが展示され小まめに見ていると２時間があっと言
う間に過ぎていました。

　続いて旧端出場（はでば）水力発電所に行きまし
た。そこには新居浜市別子銅山文化遺産課の職員
の方に迎えられ説明を受けました。明治４５年に建
てられた煉瓦造造り（イギリス積みだそうです）２
階建ての建物で当時としたらとてもモダンな建物だ
ったでしょう。中は当時の発電機やトランスがその

まま残されており、昭和４８年まで新居浜地区で精
錬に使用する電力を供給していたとの事。平成１９
年に経済産業省から近代化産業遺産の指定を受け
たのですが。一般には安全面等で一般開放されて
おらず今回は特別に見学させて頂きました。
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　最後は、東洋のマチュピチに行きました。マイント
ピア別子東平（とうなる）ゾーンと言うところです。
標高約750ｍの山中にあり乗っていたマイクロバスが
やっと通ることが出来る道を上っていきました。

　東平は、大正5年から昭和5年までの間、別子銅
山の採鉱本部が置かれた所で、地中深くから掘り出
された銅の鉱石を坑内電車で東平まで運搬し、そこ
で選鉱した後、索道を利用して、山麓の端出場へと
輸送していた中継所となっていたところです。
　最盛期には、社員・家族を含めて約5,000人が
共同生活した鉱山町でもあり、病院や小学校、郵便
局、プール、娯楽場などの施設も整備され、別子銅
山の中心地として賑わっていたそうです。
　当時の施設の多くは取り壊され、植林によって自
然に還っていますが、貯鉱庫、索道基地、変電所、

などの鉱山関連施設の煉瓦造りの一部が残ってお
り、中でも重厚な索道基地跡の石積みは、東平の
産業遺産観光の目玉となっていてまさに東洋のマチ
ュピチです。（本物を見たことは在りませんが。）　

　今回は、色 と々近代産業遺産に触れることが出来
歴史を勉強させて頂き四国まで遠征した甲斐があり
ました。今回お世話頂いた住友金属鉱山（株）大阪
支店の五十嵐課長様には紙面をお借りしてお礼申し
上げます。

（記）/事務局
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ORD製品開発委員会
平成27年（2015）第2回例会

講師を囲んで懇親会々場で撮った記念写真。
前列左端が講師の寺西克彦コンサルタント。

第2回例会の外部講師を招聘したセミナー。
講師はアルテア品質システム・寺西克彦代表

佐藤事務局長

ノボル電機製作所・猪奥社長

　第2回例会は当初の計画
では奥野製薬工業の本社ビ
ルで開催することになってい
たが、都合により会場は急遽
定席のユニケミカル（株）に
変更された。参加者は製品
開発委員会メンバーが8名、
佐藤事務局長が1名、それに第2回例会のセミナー講
師が1名加わり、合計10名であった。例会の始めに、
佐藤事務局長から6月17日にグランキューブ大阪（大
阪国際会議場）で開催される平成26年度ORD総会
の概要説明があり、多くの会員の参加要請があった。

「会員講話」は
（株）ノボル電機製作所の猪
奥社長が担当され、ご自身
の企業体験談をまとめて、赤
裸々かつ正直に発表された。
ノボル電機の規模は小さい
が製品は自社開発で、その

上に自社ブランドかつ自社販売している。自社ブラン
ド製品率は95％くらいである。猪奥社長は36歳で社
長を引き継ぎ、今年でもうすぐ30年になるそうであ
る。就任当初は、電機業界に順風が吹いていました。
最近十年間くらいの時期は、順風が止みました。しか
し、何とかこれまでの商権の蓄積と惰性でやってこれ
たそうであるが、2008年のリーマンショック、2011年
の東日本大震災とタイ大洪水で、潮目が完全に変わり
ました。調達先は儲からなくなった部品は、遠慮なく
切るようになりました。製品の供給責任は必死に果た
す、日本の良俗が吹き飛んでしまったのです。これか
ら経営をどのように進めるか。現時点での私個人の結
論は「社長が各論は言わない。方向を示すが方法論
は言わない（言うべき知恵がない）。やるべきことは何
としてもやれ」、と無理難題を社員に言う。このような
赤裸々な発言は、製品開発委員会のように仲間同士

で永く切磋琢磨し合ってきたうえで、しかも信頼し合
えるグループだからこそ出せる本音なのでしょう。賛
成する意見が多い中で、社長が傍観するような発言
をするのは良くないとの意見など、喧々諤々活発なデ
ィベートが演じられたことは、製品開発委員会例会な
らではの収穫であった。
「特別講演」
今回は外部から
講師をお呼びし
て、“企業の持
続的発展のため
に”を主題にし
て経営セミナーを催した。講師は宝塚市にある“アル
テア品質システム”の代表でISOシステムコンサルタ
ントの寺西克彦様です。セミナーは7頁の“アルテア
経営マネジメント概論”をテキストにして、プロジェク
ターを使って、経営幹部諸氏を支援する経営マネジメ
ントセミナーであった。
　セミナーの内容を詳しく説明するには誌面が足り
ないので、詳細については前記テキストを参照して頂
くことにします。
「懇親会」
例会の後は、恒例通り製品開発委員会が定席とする
ホテルコンソルトにおいて、懇親会を開きました。講師
の寺西先生にもご参加頂いた。いつもの事であるが、
はじめは遠慮がちであったメンバーと外部のお客様
の関係が、一
挙に打ち解け
あい、距離が
近くなるとこ
ろが製品開発
委員会の例会
の良いところ
である。

菊池K（記）／セン特殊光源（株）

ORD製品開発委員会
平成27年（2015）第2回例会

ORD製品開発委員会
平成27年（2015）第2回例会
例　会

懇親会

日 時：2015（平成27）年6月11日（木） 午後3:00～5:00
会 場：ユニケミカル（株） 大阪市淀川区西中島 第7地産ビル、203号室
日 時：2015（平成27）年6月11日（木） 午後6:00～8:30
会 場：ホテルコンソルト, 地下鉄御堂筋線、西中島南方駅前
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●日時：2015年7月10日（金）　●場所：広島県江田島市　海上自衛隊　第一術科学校　幹部候補生学校

技術促進委員会「見学会」レポート

　さわやかな初夏の中、総勢8名にて広島電鉄、広
島駅に現地集合し、江田島にある海上自衛隊第一
術科学校に向かいました。

　海上自衛隊第一術科学校は、終戦とともに閉校と
なった旧大日本帝国海軍兵学校跡地に1954年に発
足した海上自衛隊が、1956年に海上自衛隊術科学
校を横須賀から江田島に移し、現在に至ります。教
育科目（術科）として、砲術、水雷、掃海、航海、通信、
応急、潜水、等があり、それらに必要な知識及び技
能を取得することを主目的としています。また、同敷
地内には、幹部候補生学校があり、約150名の一般
幹部候補生（防衛大学卒業者半数と一般大学の卒
業者半数）、飛行幹部候補生、海上自衛隊部内から
選抜された一般幹部候補生、昇進試験に合格した
幹部予定者、医科歯科幹部候補生（防衛医科大学
卒業者と一般大学の医科歯科学部卒業者）等が教
育を受けています。
　ここは広く一般に施設見学を公開しており、我々
のように施設内で昼食を摂ることもできますし、売店
にて様々な自衛隊グッズを購入することもできます。
ただし、見学の時間帯が指定されおり服装等の規
定もありますので、見学を希望される方は事前に海
上自衛隊のホームページにて確認が必要です。
　当日、台風の合間の暑い日差しの中、9時過ぎに
広島電鉄の路面電車で広島港（宇品港）へ行き、そ
こからフェリーに乗船し江田島に向う途中では呉港
に向う潜水艦と遭遇し、このあたりは基地の街だと

改めて実感しました。江田島の小用港に到着、路線
バスを利用し、11時前に海上自衛隊第一術科学校に
到着しました。予定していた見学時間は１時からで
したので、施設内のレストラン江田島にて、名物の
海軍カレー（カツカレー）を全員で食しました。明
治の味がするかと期待したのですが、現代風の普通
のおいしいカレーでした。その後、各人各々、見学
時間まで、売店にて記念グッズの購入を思案したり、
海上自衛隊の歴史資料展示室を見学したり、待合室
の広報DVDを観たりして時間を費やしました。

　さすがに時間厳守で午後1時5分前に集合場所に
施設を案内する方が来られ、諸注意を説明した後、
1時丁度に見学がスタートしました。最初に大講堂に
向かい外観を眺めながら話を聞いた後、当日幸い行
事等がなかったので講堂内に入ることができ説明を
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受けました。戦前はこの大講堂にて卒業者の成績
順に全員の名前が呼ばれ、卒業証書を手渡されたそ
うです。（現在はあいうえお順）その後、赤レンガの
幹部候補生学校庁舎の外観を見学し、テレビのロケ
でよく使われる回廊を見ることができました。最後
に教育参考館を見学いたしました。ここは昭和11年
に兵学校卒業生および一般企業等の寄付により建
築されました。当時より温故知新による自己修養と

学術研鑽を目的とし、戦前より歴史的価値のある資
料等が展示してあったそうです。ここで30分ほど見
学時間を取っていただいていたのですが、明治時代
の海軍創設期からの豊富な資料が展示されており、
ORDのメンバーにとっては時間が足りず、後半を駆
け足にならざるを得ない状況でした。自衛隊らしく
予定時間通り2時半に見学を終えました。自衛隊施

設ですので勝手に施設内を見学することはできませ
んでしたが、案内していただけなかった建築物、記
念碑等、まだまだ見学したいところがあり、後ろ髪
をひかれる思いで施設を後にしました。
　来た時とは逆のルートで5時ごろに広島駅に戻り、
現地解散となりました。現地までの交通の便が悪く
見学時間も指定だったため、第一術科学校以外に
広島の企業等を見学する時間が取れず、参加者には
少し申し訳ない例会となりましたが、天気に恵まれ
た楽しい例会となりました。

伊場田晶（記）/旭テック株式会社
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事務局よりお知らせ

去る６月１７日ORD総会後に靱公園近くのダイニング「ガゼボ」にて小学校の同窓生による
奥野社長の藍綬褒章記念パーティーにORDメンバーが乱入しました。

会員企業展示会報告

６月24～26日東京ビッグサイトにて第１９回機械要素技術展が開催され、ORDからは（株）巴製作所様、奥野製
薬工業様が出展されていました。

第１９回機械要素技術展

９月2～４日インテックス大阪にて第３回関西太陽
光発電システム施行展が開催され、ORDから（株）
三社電機製作所様が出展されていました。

第３回関西太陽光発電システム施行展
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